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　 In　 a　clinical 　medication ，　two 　or　more 　 medicines 　arc 　often 　presc曲 ed 　for　a　patient．　For　the　effective 　 and 　 safe

use 　of 　medical 　supp 正ies，　it　is　thought 　that　various 　checks 　should 　bc　perf（〕rmed 　at 　thc　time　of　a　prescription　or −
dcr　enIry 　and 　an 両 ecIion 　order 　entry ．　However ，　the　widely 　used 　order 　en 【ry 　check 　sys1em 　f〔〕r　a　prescrφ【ion　or −
der　and 　each 　injection　order 　is　carrゴed 　ou 亡in　many 　cases 　indepcndently．　Frく）m 　a　viewpoint 　of 　the 　proper　use 　of

medical 　supplies 、．【he　check 　system 負）r　a 　prohibited　c疋〕mbined 　use 　is　requircd 　regarding 　prcscripIion−injection．
We 　extracted 　Ihe　prescription　and 両 ection 　data　of 　all　patients，　and 　checked 　ror　drug　interactions、　Although
there　were 　few　cases 　of 　act 岨 l　contraindicaIed 　combined 　 use 　or 　the 　prescription一両 ection 　based　 on 　 a　check 　of

the　data，　since 　there　were 　very 　many 　the　combination 　variat．ions，　it　was 　suggested 　that　it　is　necessity 　to　check

the　combined 　use 　of 　prescription−injections・In　the　presem 　condition 　f士om 　vari 〔〕us 　factors，　since 　changing 　the

order 　e鼡 ry　 system 　is　impossible，　as 　an 　altemativo ，　in ¢ ase 　a 由 ndividual 　set 　of 　inpatienビsi 叺iections　is　per −
f〔）rm ・d・P・ti・n ゼ・ d・t・ ・h・ uld 　b・ ・hcck・d　by … sy ・1・ m ，・nd ・n　i・t… c1i・ n ・heck ・f　p・e ・c ・ipti・ n−i・jectb・
sh 〔川 ld　be　done，　 while 　 a且so　infbrming　the　doctors　in　 charge 　 of 　all 　findings．　By　 continuing 　 such 　 examinalions

and 　inforrning 山e 　 results 　Io　all　doctors厩 our 　hospital，　Ihe　proper　usc 　of 　medical 　supplies 　should 　thus　be　im−

pr〔〕ved ．

　　Keywords　　 drug　interaction　check 　system ，　prescription　order 　entry 　system ，　injection　order 　entry 　sys −
tem ，　computerized 　checking 　syStem

緒
．

言

　臨床 の 場 で 薬 物 療 法 を行 う と き，複数 の 医薬 品 が併 用

さ れ る こ とが 多い ．医薬 品 を有効 か つ 安全 に 使用す る た

め ，処 方 オーダ エ ン ト リ シ ス テ ム 〔処方 オーダ〉や 注 射
．

オーダ エ ン トリ シ ス テ ム 〔注 射 オ ーダ）の 入 力時 に 各種

チ ェ ッ ク （重 複，用 量，投薬 口数，薬 物 （問）相彑 作用（相

互 作用）等 の 項 目）を行 う こ とが 必要 で あ る と考
．
え ら れ

る
1−3／．し か し，相 砿作用 チ ェ ッ ク は ，処 方 オ ーダ と注

射 オ
ー

ダ と そ れ ぞ れ 単独 で チ ェ ッ ク されて い る こ とが多

く，処方
一

注射の 相 互 作用 チ ェ ッ ク は端末 の レ ス ポ ン ス

等 の 関 係 で，リ ア ル タ イ ム （オ
ー

ダ 入 力時）に で きて い な

い オ
ー

ダ エ ン トリ シ ス テ ム が ま だ 多数存在 し て い る
4：，

当 院 の NEC 　 PC −ORDERING 　2000 も処 方 オ ーダ と 注射

オ
ー

ダ の 薬 品 を 相 互 に リ ア ル タ イ ム で チ ェ ッ クで きて い

な い ，そ こ で ，2002年 12月 現 在通 院 お よ び入 院中 の す べ

「疲 矢口県 黼 市平 欄 3− 6 、3− 6 ，… 。 a．、h。 ，・ ，k・。 、n ．、h・．A・、h・，447−85・2 ，、P、n
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て の 患 者の 処 方，注射 デ
ー

タ を抽 出 し，処 方
一注射

．
に お

い て の 相 互 作 用 チ ．［ ッ ク の 必 要性 を 調 査 した の で 報告す

る ．

方 法

J． シ ス テ ム の 概 要

　当院 は ，1988年 5 月の 開 1；完 と同時 に 入 院処 方 オ
ー

ダ

〔NEC 　52オ ーダ）を 稼動．1997年 ・1月 に外来処方 オ ・一ダ

（NEC 　52オ ・一ダ ）を 稼 動，2002年 41・1に 外 来
・入 院 処 方

オ ーダ，外 来 ・入 院 注 射 オ
ーダ 〔：NEC 　PC −ORDERING

2000）を稼動 した ，サ ー・バ ：19台，端末 ：240台 （os ：win −

dows 　2000）で 構 成 され て い る．

　当院 の 人 力 時 の 相 酬 乍用 チ J ．ッ ク に つ い て は，処 方

オーダ内 の み の 併用 禁忌 〔原則禁忌 は除 く）に つ い て 警 告

を 1唱 して 注意を促 して い る が，強制的 な 入力 は 1
．
1∫能 と し

た ，また，注射 オ
ーダ に つ い て も，注 射 オ

ー
ダ 内の み の

併用禁忌（原 則禁 忌 1ま除 く）に つ い て 警告 を 出 し て い る ．

処方 オ ーダ と 同様 に 強 制 的 な 人 力 は 11∫能 と し た．しか

し，処 方 オ
ー

ダ
ー
注射 オ

ーダ 間の 併 用 禁忌 に つ い て は ，

まっ た くチ ューッ ク を行 っ て い な い ．

2． 調 査方法

　2002年 12月現在通院 お よ び 入 院 1．1・1の す べ て の 患者 （処

方 せ ん 発行 日や 注射薬処 方せ ん発 行 日だ け で な く，調 査

日 に 服用あ る い は 注射 して い る と思 わ れ る 患者）の 処 方

と注射 の デ ータ をすべ て 抽出 し，そ の 相 互 作用 をチ ェ ッ

ク した （ア ク テ ィ ブ チ ェ ッ ク），処 方
一
処
．
方の 相 耐乍用 に

つ い て は ア クテ i ブ チ ェ ッ ク を行 うた め，すべ て の ［．1数

をチ ェ ッ ク する の は 処理時間が 膨 大 とな る た め ，毎週 金

財rl日の 4 ［亘1（2002 イト12月 61
．
1，13日，2011．27日）に つ い

て 相 互作用 チ ．匚 ッ ク を行 っ た．

　朝 互 作用の チ ーL ッ ク に は，市販 デ
ー

タ ベ ー
ス ソ フ ト

1：Access）で 1 処 方 ご と お よ び ，　
一
括 で 処 方 フ ァ イ ル を 読

み 込 ん で チ J ．ッ ク で きる 両方 の チ ．［ ッ ク シ ス テ ム （DR ［S

DBI を構築 し 〔図 1 ，今回 は一．
括 で 処 方 チ ・．ッ ク を行 っ

た ．

　 1 ）相 互 作 用 情 報 デ ・一タ

　相 互 作用 の デ
ー

タ ベ ー一
ス は ス ズ ケ ン 殊：1の 1相．彑作 丿月情

報 デ
・一

タ 」を利用 した．デ
ータ は 年 2 回更 新 さ れ，今 回

は2002年10月版 を 使用 し た．内 容 は 以 下 の とお りで あ

る ．

相彑 作用 件数 ：864，895件（こ の うち併用禁忌，原則併用

う弯，忌 1よ⊥2，〔｝12イ牛）

薬 品 登 録数 ：15．942品目

　 2 ） オー一ダエ ン トリ シ ス テ ム の チ ェ ッ ク

　添付 文書 の 併 川 禁 忌 を
．
参考 に し，A 薬品

一．・B 薬 品 の み

の 併 用 禁 忌 の 場 合 も A − B と B→A の 両 方 チ ュ ．ッ ク で き

る よ うに マ ス タ を作 成 した．処 方 オーダ の 併 用 禁忌 マ ス

タ の 組 み 合 わ せ は，410件（原 則 併 用 禁忌 は 対象外 と し

た ）．注射 オーダ の 併川 禁忌 マ ス タ の 組み 合わ せ は，320

件 源 則 併 用 禁 忌 は 対象外 と し た）で あ っ た．

図 1．相 互 作用 チ ー1／．　・y ク シ ス テ ム 〔DRIS　DB ）
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結 果

　表 1 の よ うに，刻院 の 患者の うち，服 用 （使 用 ）お よ び

注射 して い る 人数 は ，外 来 入 院 合 わ せ て 約7，190人 で あ っ

た．ま た，そ の 患者 に 使 用 され て い た処方薬 は延 べ 平均

24，489品 凵，注射
．
薬 は 延べ 平均 752品 目，1 人平均 3，5品

目の 処方薬 お よ び注 射薬 を使用 して い る こ と に な っ た．

ま た，病院 で 注 射 を行 っ た患 者の 約81％ （lH 平均 約 170
人 〉に 対 し，処 方薬 と注 射

．
薬 の 併川 が 行 わ れ て い た．当

然 の こ と と して 相 彑 作用 に つ い て 注 意 す る 必要 が 生 じ

る．

　処方
一
拠 方 に つ い て は （表 2 ）， 警告 を出 す よ うに して

い ない 高脂 血．症 治療剤 の 原則併用禁忌（や むを得ず併 用

は
．
「1∫）は66件〔19名 の 患者 に ）処 方 さ れ，ま た，メ レ リ ル

錠 の CYP2D6 に 関 係 す る 薬 剤 の 併 用 禁 忌 に つ い て

は ，50件 （9 名の 患者 に．）処方 され て い た．さ ら に，タ ン

ボ コ
ー

ル 錠 と メ レ リル 錠 は警告 を 出 して い る に もか か わ

ら ず，医師が 強制 的 に 1 件 入 力 して お り， 11］平 均24

件 ，14通 りの 併用禁忌 の 組合せ が み られ た （表 1 ．2 ）．

　
一

方 ，注射
．一

注射 に つ い て は （表 3），カ テ コ
ー

ル ア ミ

ン 製斉「」は 警告 を 出 して い る に もか か わ らず，医師が 強 制

的 に 入 力 し て い た ．警 告 を出 す よ うに して い な い ア トニ

ン ー0 注 と プ ロ ス タ ル モ ン F 注 は ，適 応 症 に よ っ て の fli：

用 禁忌 で あ っ た．ま た 急激 に 血中 Ca 濃度 を上 昇 させ る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一
　　 541

と毒性 が 急激 に 出現 す る 強 心 配 糖体 と Ca を含 ん だ補液

の 組 み 合 わ せ も あ り， 1 日 平均0．4件，ll通 りの 併 用禁

忌 の 組 合せ が み られ た 俵 1 ，3 ）．

　処 方
一
注射 の 相 互 作 用 に つ い て は （表 4 ），ダ ラ シ ン 注

と エ リ ス ロ マ イ シ ン DS ・錠 が 処 方 さ れ て お り，重大 な

副作用 が 現 わ れ る わ け で は な い が，ダ ラ シ ン 注 の 効果が

消失 さ れ る と い っ た 処 方が 5 件（3 人 の 患者 に）み ら れ

た．その うち 2 人 は 外 来 患 者，1 人 は 人院患者 で あ り，1
目平均 1．・Mfl，，8 通 りの 併用禁忌 の 組 含せ が み ら れ た 〔表

1 ， ・1），

　个同，処 方
一
注射 で 併用禁忌 の 処方を した 医 師 に ア ン

ケ ー
トを行 っ た 結果，そ の よ うな 相 彑 作 用は 「知 ら な

か っ た 」が 4 件，「知 っ て い た」 が 0 件，「処方
一

注 射 に

つ い て も併用禁忌 をチ ェ ッ ク した ほ うが よ い 」 が 4 件 で

あ り，「そ の よ うな 情報 を どん ど ん 流 して ほ しい 」 との

意見もあ っ た．

　当院 で オ
ー

ダ して い る薬 品 〔内 用 薬，外用薬，注射 薬）

129〔〕品 目 に つ い て DRIS 　 DB で 併用 禁忌 の 組み 合わ せ 件

数を調 べ た と こ ろ ，処方
一

処方 は 350件，注 射
一

注射
．
は

166件，処 方
一

注 射 は653件 で あり，処
．
方
一

処 方，注 射
一

注射 と比較 し処 方 一注 射 の 併 用 禁忌 は非常 に 多か っ た．

考 察

処方
一
注射

．
の 実 際 の 併用禁忌 の 投 与 件数 は 少 な か っ た

表 1．　刮珂査皐吉果

総件数 1 目 あ た りの 件数

患者数

　 処方 薬投 与．

　 注射 薬投与

　 処 方 薬 と注 射 薬併用 投 与

　 処 方 薬また は注射薬 投 与

221，649

　 6，506

　 5，269222

，886

7，1502101707

，1　9．　0

処 方せ ん 枚 数

　 処 方せ ん （外 来・院外 ・
入 院 ）

　 入 院注 射 薬処 方せ ん

18，1965

，641

587182

投薬 された 薬 品 の 延 べ 品 目数

　 処方 薬

　 注 射薬

　 全 薬 品

759，15823

，320782

，478

24，489

　 75225

，241

併 用禁 忌 の 人数

　 処 方 オ
ー

ダ
ー

処 方 オーダ

　 注 射オ
ー

ダ
ー

注 射 オ ーダ

　 処方 オ
ー

ダ
ー

注 射オーダ

＊59ll43 8324041

2002 年 12 月 1 日
〜12 月 31 日の 集計

＊ ：12 月 6 口，12 月 13 冂，12 月 21 「「，12 月 27 日の 4 日分 の 集 計

N 工工
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表 2．相 互作 用 の 組 み 合わせ 〔処 方一処方 ）

組 み 合わせ 件 数

ベ ザ トール SR 錠 → メバ ロ チ ン 錠 10

メバ ロ チ ン 錠 10 → ベ ザ ト
ール SR 錠

ベ ザト
ー

ル SR 錠 → リピ ト
ール 錠 IOmg

リピ ト
ー

ル 錠 IOrng −・ベ ザ トール SR 錠

メレ リル 10 −→ 　タンボ コ ール 錠 50mg

タン ボ コ ール 錠 50mg → メレ リル 10

メレ リル 10 → ガ ス タ
ー

錠 20mg

メレ リル 10 −》ア リセプ ト錠 5mg
メレ リル 10 → エ フ ピー錠 2．5
メレ リル 10 → サ ア ミオ ン 錠

メレ リル 1〔1　．・セ レ ネース 錠 （O．75mg ，　 Tmg）

メレ リル 1〔〕 → ヒル ナミン 錠 （5mg ，25mg ）

メレ リル 10 → ベ ゲタミン 錠
一B

メレ リル 10 −
・ リス パ ダー

ル 錠 1mg

660011544288624422

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

合計 183

20Q2 年 12 月 6 日，12月 13 日，12 月 2i 日 ，12 月 27 日の ・1 日分の 調査

表 3．相 互 作 用 の 組 み 合 わ せ 〔注射一注射 ）

組 み 合わせ 件 数

ノル ア ドリナ リン → ドブ トレ ッ クス 注 射 液 100mg

ノル ア ドリナリン → イノバ ン 注 50mgf 管

ノル ア ドリナ リン
ー〉ボス ミン 注

ボ ス ミン 注 → ドブ トレ ックス 注 射掖 100mg

ボス ミン 注 → ノル ア ドリナリン

ボスミン 注 → イノバ ン 注 50mg 〆管

ジゴ シ ン 注 → ハ イカ リッ ク液
一2 弓

』700m1 ．
ジゴ シ ン 注 → ラクテ ッ ク注 500mL 瓶

ジゴ シン 注
一’ ユ ニ カ リソク N

ア トニ ン
ー05 単位 → プ ロ ス タル モ ン

・1
．
「注 射液 1000

プロ ス タル モ ン ・F 注射 液 LOOO → ア トニ ン
ー05 単位

11222232222

合計 21

2002 年 12J ］ 10 〜12月 310 の 調査

表 4．相 互 作 用 の 組み 合わせ （処 方一注 射 ）

組み 合わ せ 件数

ヒス ロ ン t−1200 → リン デ ロ ン 注 4mg 注 射液

ダラシ ン S 注 射液　 → エ リス ロ シ ン ドライシ ロ ッ プ W

ダラシ ン S 注 射液
一・エ リス ロ シ ン 錠

ラ＝ 7ピッド錠 0．lmg 一ララクテ ック注 500mL 瓶

ジ ゴ シ ン 散 0．1％ → ラクテ ッ ク 注 500mL 瓶

ジ ゴ シ ン 錠 0．25mg → ラクテ ッ ク注 500mL 瓶

プ ロ スタル モ ン ・E 錠 → プロ ス タル モ ン ・F 注射液 1000

プロ ス タル モ ン ・F 注射 液 1000 → プ ロス タ ル モ ン ・E 錠

1632112811
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2002年 12 月 1 日
〜12A31 日 の 調 査

が ，組 み 合わ せ と し て は非常 に 多 い ．ま た，複数 の 診療

科 に か か っ て い る場 合，他科の 以 前 の 処方内容 と主 科 の

当 日の 注 射 と で 相 ！l二作 用 が 発 生 し て し ま う こ と も考 え ら

れ る ．医薬品の 適 正使 用 の 観点か ら も，処 方 一注 射 に つ

N 工工
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い て も併用 禁忌チ J 一ッ ク シ ス テ ム が 必 紫 で は な い か と考

K られ る．また ，処 方 せ ん 発 行 日 や 注射薬処方せ ん 発 行

日 だ け で な く，当 日に 服 用 あ る い は 注 射 して い る と思 わ

れ る す べ て の 薬 に つ い て 相 互 作 用 を チ ．L ッ クす る こ とが

重要 と考え られ る．

　その チ ェ ッ ク方法 と して オ
ー

ダ リ ン グ シ ス テ ム の 変 更

は 種 々 な 要因 か ら 現 状 で は 不 口」能 で あ る た め ，入 院患 者

に お い て ，翌 日使用 さ九 る 注 射薬 の 個 人 セ ッ トを払 い 出

す際，そ の デ ータ を抽出 し，そ の 患 者に つ い て 処 方
一
注

射 の 相 彑 作用 チ ェ ッ ク を行 い ，医師 に 疑義 照 会 を す る シ

ス テ ム の 構築 を検討 して い る．ま た，そ の 事例を全医師

に 発行 して い る DI　 News に掲載 し，同様 の 相互作用 の

発 生 を 防 ぎ，医薬 品の 適正使 用 に 貢献 しよ う と考 え て い

る．
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